
  

日時：平成 2９年７月 2２日（土）1３：00～1５：00 

場所：愛媛大学城北キャンパス メディアホール 

主催：愛媛大学東アジア古代鉄文化研究センター 

近年、ベトナム北部の紅河デルタに栄えた古代の交趾郡（州）治・

ルイロウ遺跡の発掘調査が進んでいます。中国大陸と東南アジア

をめぐる政治と交易の要衝であるルイロウ遺跡は、文献に記され

ていないダイナミックなヒトとモノの動きを如実に物語ってくれ

ます。今回は、日本・ベトナム共同調査団を率いた東亜大学の黄

暁芬氏に、発掘調査の成果を中心にご講演いただきます。 

        ※交趾郡（州）治（こうしぐんち）：前漢から唐初めにかけて

置かれた古代中国の郡県制の政庁都市 

講師：黄 暁芬（東亜大学） 

ルイロウ遺跡出土瓦当

黄暁芬氏プロフィール  

東亜大学人間科学部教授。1982 年中国西北大学卒業、

1996 年京都大学大学院文学研究科博士課程修了。文学博

士。編著『交趾郡治・ルイロウ遺跡Ⅱ』ﾌｼﾞﾃﾞﾝｼ出版 2017

年、編著『交趾郡治・ルイロウ遺跡Ⅰ』東亜大学 2015 年、

編著『漢魏帝国の空間構造－都城･直道･群県都市－』東

亜大学 2013 年、共著『ユーラシア古代都市・集落の歴史

空間を読む』勉誠社 2010 年、単著『中国古代葬制の伝統

と変革』勉誠社 2000 年など多数。 

申し込み不要・入場無料 

ルイロウ古城東にある交趾郡太守･士(燮)王墓／廟 

ベトナム・ルイロウ遺跡発掘調査

〒790-8577 松山市文京町 3 番 HP: http://www.ccr.ehime-u.ac.jp/aic/ 

Tel: 089-927-8391 Email: kotetsuAIC@gmail.com 


